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４ 「東京医科歯科大学霞ヶ浦分院跡地活用に向けた住民ニ

ーズ調査」調査票 
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４ 「東京医科⻭科⼤学霞ケ浦分院跡地活⽤に向けた住⺠ニーズ調査」調査票 
「東京医科⻭科⼤学霞ケ浦分院跡地活⽤に向けた住⺠ニーズ調査」 

【調査票】 
 

調査についてのお願い 

村⺠の皆様には⽇頃から本村⾏政推進のため、ご理解とご協⼒を頂き、厚くお礼
申し上げます。 

さて、霞ヶ浦湖岸の⼤山東部地区に⽴地します「東京医科⻭科⼤学霞ケ浦分院跡
地」（以下、「跡地」）は、戦前、⿅島海軍航空隊施設として活⽤され、史跡とし
ての価値も⾼いものであり、霞ケ浦海軍航空隊（阿⾒町）と並び、霞ケ浦に⾯する
貴重な近代化資産でもあります。 

現在本村では、美浦村の地域資源として活⽤を図るため、平成28年度にこの跡地
を取得し、さまざまな活⽤に向けた調査・検討を⾏っております。 

本調査もその⼀環として、住⺠意⾒等のニーズや意向を把握し、今後の跡地活⽤
の方向性をより具体的に検討するため、実施するものです。 

ご回答頂きました内容はすべて統計的に処理し、皆様にご迷惑をおかけすること
はございません。年末のお忙しいところ誠に恐縮ですが、調査の趣旨をご理解頂き、
ご協⼒賜りますようお願い致します。 

平成29年12月  
美浦村⻑ 中島 栄  

 

        ご回答の前に、ご確認下さい         
１．ご回答にあたっては原則封筒ラベルのあて名のご本人にお答え頂きたいのですが、

ご家族の方がご本人の代わりに回答されたり、ご⼀緒に回答されてもかまいません。 

２．ご回答は、あてはまる回答の番号を○で囲んで下さい。また、（     ）があ
る回答は、記述式でご回答下さい。設問によっては、該当する設問の番号に○印を
つけた方だけに答えて頂く設問等がありますので、その説明に従いご記入下さい。 

３．「問７－１」または「問１０－１」で記録のご提供が可能な方は、村からご連絡を
させて頂く場合がございます。ご協⼒頂けます場合、問 21 にご回答下さい。 

４．ご記入頂いた調査票は、1 月 17 日（水）までに、同封の返信⽤封筒に入れて
（切⼿を貼らずに）郵送して下さい。 

【問い合わせ先】 
美浦村役場 総務部 企画財政課 （担当︓⼩山、⽯川） 
電話︓（029）－885－0340（内）207  
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１ あなたについて、おたずねします（全 5 問） 
 

問１ あなたの性別について、ご回答下さい。（○印は１つ） 

１．男性 ２．⼥性 
 

問２ あなたの年齢について、ご回答下さい。（○印は１つ） 

１．18〜20 歳 ２．21〜30 歳 ３．31〜40 歳 ４．41〜50 歳 
５．51〜60 歳 ６．61〜70 歳 ７．71〜80 歳 ８．81〜90 歳 
９．90 歳以上 

 

問３ あなたのお住まい地区（地域）をお答え下さい。（○印は１つ） 

地区 含まれる地域 

１．木原地区 
浜・登宿・上宿・後宿・⽥中・山⼾丁・郷中・受領・⼤須賀津・みどり台・
桜木・布佐・布佐南部・上舟子・下舟子 

２．⼤谷地区 宮地・茂呂・余郷・⼤谷・信太・天神台・南原・興津・⼟屋・美駒 

３．安中地区 
⼤塚・谷中・山王・山内・⼋井⽥・根⽕・⽜込・⾒晴台・花⾒塚・木・定光・
本橋・間野・⼟浦・⾺⾒山・⾺掛・⼤山・⼤山東部 

 

問４ 美浦村にお住まいになって何年になりますか。以前に住んでいて、再び転居
してきた場合を含め、通算してお答えください。（○印は１つ） 

１．５年未満 ２．５年〜10 年未満 ３．10 年〜15 年未満 
４．15 年〜20 年未満 ５．20 年〜30 年未満 ６．30 年以上 
７．生まれたときから美浦村に住み続けている（     年） 

 

問５ あなたの現在のおつとめの状況を教えてください。（○印は１つ） 

１．会社員 ２．公務員 ３．パート・アルバイト 
４．自営業及びその家族従事者 ５．農林漁業 ６．学生 
７．家事専業 ８．無職 ９．その他（        ） 
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２ 跡地について、おたずねします（全９問） 
 

本調査の設問における「跡地」とは、下記図⾯の実線枠線内（所在地︓⼤山字
作鍬１８７９－１ほか）を指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、跡地は図に⽰すように、⺠有地や茨城県⽔防拠点、国の研究施設等に囲
まれて⽴地しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

鹿島海軍航空隊敷地 
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問６ 東京医科⻭科⼤学霞ケ浦分院跡地を知っていますか。（○印は１つ） 

１．知っているし、⾏ったことがある ２．知らなかったが、⾏ったことはある 
３．知っているが、⾏ったことはない ４．知らないし、⾏ったこともない 

 

【問６で、「１」〜「２」に○をつけた方のみ】 
問６－１ あなたは、分院を利⽤（入院、外来、勤労等）したことがありますか。（昭

和 21 年開院〜平成 9 年閉院）（○印は１つ） 

１．自分が患者として利⽤していた ２．家族や親族が患者として利⽤していた 
３．自分が働いていた ４．家族が働いていた 
５．誰も利⽤したことはない ６．覚えていない・わからない 
※ 霞ヶ浦分院の親睦会として昭和 24 年に発⾜した「湖歩会」は、霞ヶ浦の帆船をロゴマークとして、

現在も「医療法人社団湖歩会」として、東京都内で診療を⾏っています。 
 

問７ 東京医科⻭科⼤学霞ケ浦分院時代の記録（冊子や写真等）をお持ちですか。（○印は１つ） 

１．持っている ２．持っていない 
 

【問７で、「１」に○をつけた方のみ】 
問７－１ 今後、記録をご提供頂くことは可能ですか。（貸出や寄贈等）（○印は１つ） 

１．何らかの提供はできる ２．提供できない・したくない 
 

問８ 東京医科⻭科⼤学霞ケ浦分院時代の記憶として、想い出に残っている内容が
あれば、教えてください。（伝聞でも構いません） 
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問９ 跡地の前⾝である⿅島海軍航空隊を知っていますか。（○印は１つ） 

１．自分が所属していた（軍属含む） ２．家族や親族が所属していた（軍属含む） 
３．聞いたことはある ４．知らない 

 

問 10 ⿅島海軍航空隊時代の記録（冊子や写真等）をお持ちですか。（○印は１つ） 

１．持っている ２．持っていない 
 

【問 10 で、「１」に○をつけた方のみ】 
問 10－１ 今後、記録をご提供頂くことは可能ですか。（貸出や寄贈等）（○印は１つ） 

１．何らかの提供はできる ２．提供できない・したくない 
 

問 11 ⿅島海軍航空隊時代の記憶として、想い出に残っている内容があれば、教え
てください。（伝聞でも構いません） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（昭和 13 年〜昭和 20 年） 海軍航空隊の時代 
1914 年に勃発した第⼀次世界⼤戦では、初めて航空機が兵器として使⽤され、⽇本でも兵器

としての航空機への関心が⾼まり、特に海軍ではその重要性を認め、新たな航空基地の開設を目
指し、⽔上機、陸上機の両方の航空機が使⽤できる適地を探していた。 

そうした中、美浦村（旧安中村）の⼤山地区の突端は２方向が湖⽔に⾯していることから横風
に弱い⽔上機の離陸に適しており、また同地区は霞ヶ浦の湖岸の中でも対岸までの距離が最も⻑
いことから、この地が⽔上機訓練基地として選ばれ、昭和 13 年に⿅島海軍航空隊が発⾜した。 

 

（昭和 21 年〜平成 9 年） 東京医科⻭科⼤学付属病院としての時代 
終戦後、⿅島海軍航空隊は⽶軍により建物と武器以外の備品のみを残し解体された。 
東京医科⻭科⼤学は昭和 21 年に⼤学と予科を設置し、12 月から付属医院霞ヶ浦分院として旧

司令部庁舎を本庁舎（診察・⼿術・検査室）として診療を開始した。昭和 25 年に予科が千葉⼤
学に移管し、昭和 46 年には敷地の⼀部が国⽴公害研究所（現︓国⽴環境研究所）に移管された。 

当初は結核病院であった。ピーク時には、結核以外も含め入院病棟は３棟で合計 165 床を有し
た。病棟は本庁舎の背後に職員宿舎を併設して配置されていた。その後規模を徐々に縮⼩し、最
後は、入院病室は本館二階を残すのみとなり、平成 9 年に閉院した。  
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３ 跡地の活用について、おたずねします（全 14 問） 
 

問 12 跡地周辺を訪れることがありますか。（○印は１つ） 

１．⾏ったことがある ２．年に数回程度 ３．月に 1，2 回程度 
４．週に 1 回程度 ５．週に数回以上（ほぼ毎⽇） ６．⾏ったことがない 

 

【問 12 で、「１」〜「５」に○をつけた方のみ】 
問 12－１ 訪れる理由はどのような理由ですか。（○印は該当するもの全て） 

１．散歩 ２．スポーツ（運動） ３．釣り 
４．学習・調べもの ５．仕事 ６．その他（       ） 

 

【問 12 で、「１」〜「５」に○をつけた方のみ】 
問 12－２ 訪れる際の交通⼿段はどのようなものですか。（○印は該当するもの全て） 

１．徒歩 ２．自転⾞ ３．自動⾞・バイク 
４．公共交通（バス） ５．公共交通（タクシー） ６．その他（       ） 

 

問 13 跡地周辺について、どのようなイメージをお持ちですか。また、現在の跡地
周辺での⾒聞きしている状況がありましたら、ご自由にお書きください。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

問 14 跡地の活⽤に興味・関心がありますか。（○印は１つ） 

１．ある ２．なし 
 

【問 14 で、「１」に○をつけた方のみ】 
問 14－１ 興味・関心があるのは、どういった点ですか。（○印は３つまで） 

１．跡地・旧施設の歴史 ２．旧施設の処分・保存 ３．活⽤のための財政負担 
４．活⽤方法の決め方 ５．自⾝の生活への影響 ６．周辺地区への影響 
７．村全体への影響 ８．跡地の活⽤案 ９．その他（       ） 
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問 15 跡地の活⽤について、どのような方向性が望ましいと思いますか。（○印は１つ） 

１．村の内外から多くの人が訪れ、賑わいを生み出すような場所にするべき 
２．村⺠の暮らしを便利で豊かにするような場所にするべき 
３．産業を育み、地元で働く人を増やすような場所にするべき 
４．人々が憩い、交流できるような場所にするべき 
５．人や文化を育むような場所にするべき 
６．現状のまま保存するべき 
７．わからない 
８．その他（                                  ） 

 

問 16 公有地（跡地）の利活⽤にあたって、⺠間資本（事業者）を導入することに
ついてどう思いますか。（○印は１つ） 

１．⺠間事業者に売却したり、貸したりしても良い 
２．⺠間事業者に売却するのは避けるべきだが、貸すことは良い 
３．必要な部分を公共で活⽤し、残りの部分は⺠間事業者に売却したり、貸しても良い 
４．村が所有を続け、公共的な⽤途としてのみ使うべき 
５．わからない 
６．その他（                                   ） 

 

問 17 将来的に、公有地の跡地に整備された施設の管理・運営について、どのよう
な運⽤⼿法が望ましいと思いますか。（○印は１つ） 

１．村で管理・運⽤すべき ２．村⺠が管理・運⽤すべき 
３．事業者が管理・運⽤すべき ４．村と事業者、利⽤者で管理・運⽤すべき 
５．わからない ６．その他（              ） 

 

問 18 跡地の活⽤について、どのようなことに留意すべきですか。（○印は３つまで） 

１．緑化や CO2 削減など環境への配慮 ２．周辺の街並みや景観への配慮 
３．周辺住⺠への騒⾳防⽌等の生活への配慮 ４．歴史・文化的価値としての配慮 
５．村の財政支出の低減 ６．村⺠意⾒の反映、情報公開 
７．その他（                                   ） 

 

問 19 今後、この調査結果や跡地の活⽤方法等の説明会を計画した場合、参加して
みたいですか。（○印は１つ） 

１．参加したい ２．参加しない 
３．参加しないが、広報等で周知してほしい  
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【問 19 で、「１」に○をつけた方のみ】 
問 19－１ 参加の場合、都合の良い⽇程はどのようなものですか。（○印は３つまで） 

１．平⽇の⽇中 ２．⼟曜の⽇中 ３．⽇曜・祝⽇の⽇中 
４．平⽇の⼣方以降 ５．⼟曜の⼣方以降 6．⽇曜・祝⽇の⼣方以降 

 

問 20 跡地の活⽤について、具体的なご提案やご意⾒、知りたい情報などがありま
したら、ご自由にお書きください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 21 本調査の「問７－１」（東京医科⻭科⼤学霞ケ浦分院時代の記録）、または「問
１０－１」（⿅島海軍航空隊の記録）に関してご提供が可能な方は、村からご連絡
をさせて頂く場合がございます。ご協⼒を頂けます場合、下記事項をご記入下さ
いますよう、お願い致します。（任意） 

お 名 前  

ご 住 所  

電 話 番 号  

 

調 査 に ご 協 ⼒ 頂 き ま し て 、 あ り が と う ご ざ い ま し た 。  

同封の封筒に⼊れ、切⼿は貼らずに 1 月 17 日（水）までに、ご投函下さい。 
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